
USB標準規格について　～USBビデオクラス～

平成 20 年 2 月 5 日

1 はじめに
従来の画像処理のような外部のセンサを利用してデータを取得する場合においては，外界センサ
であるカメラといった周辺機器を USBによって計算機である PCに接続してきた．しかし，これ
まで使用されてきたビデオカメラには IEEE 1394を用いて接続する機種が多く，USBでの接続を
実現するにはメーカーがそれぞれ独自のドライバを用意する必要があるという問題があった．[1]
そこで，このような問題を解決するためにUSBの標準化団体である”USB Implementers Forum”
が USBカメラを PCに接続するための標準規格である USBビデオクラスを策定した．
本稿では，この USB標準規格である USBビデオクラスの概要と実際に USBビデオクラスを導入
してカメラを Linuxで接続する方法について述べていく．

2 USBビデオクラス 概要
USBビデオクラスとはUSB標準化団体である”USB Implementers Forum”が 2003年 9月に公
開したUSB2.0を拡張した家庭用ビデオカメラ，WebCamと言った映像を扱う機器であるUSBカメ
ラを PCにUSBで接続するための規格であり，Motion-JPEG，DV，MPEG-2ないしはMPEG-4
などの圧縮データ，あるいは非圧縮のデータを，USBを通じて転送することが可能となる．
前項でも述べたが，従来の USBカメラは IEEE 1394で接続される機種が多かったため，USB接
続を実現するために機種毎のドライバを用意する必要があった. しかし USBビデオクラスの策定
によってビデオカメラ機器は 1つのクラスとして定義され，ドライバとしてはOSが提供する同一
クラスのドライバを利用すれば良いことになり, これによって機器メーカーは必要に応じて機器個
別のドライバを提供すればよく，機器の開発の手間は大幅に省かれることとなった．USBは現在
販売されているほぼすべての PCが備えるインタフェースであるため，今後は IEEE 1394対応の
機器と並んで広く普及すると見込まれている．[1][2]

3 PC環境
USBビデオクラスを導入する前に本稿を記述するにあたって使用した PC環境について述べる．
以下，この PC環境の仕様に基づいて述べる．

表 1: PC環境
PC 東芝製ノート PC dynabook SS

OS Linux Debian etch kernel-Ver 2.6.22-2-686

CPU Intel Pentium M 1.0GHz

MEMORY 256 + 512 = 768MB

画像処理ライブラリ Intel OpenCV1.0
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4 USBビデオクラスの導入

4.1 サポートされているUSBカメラ

Linux用の USBビデオクラスのドライバを配布している”berliOS”によれば, 2007年現在にサ
ポートしている USBカメラは図 1の通りである.[3]

図 1: サポートされている USBカメラ一覧
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4.2 使用したUSBカメラ

本稿を記述するにあたっては図 2に挙げらている”logitech Quickcam Pro for Notebook”を使用
した.

図 2: logitech Quickcam Pro for Notebook (amazonより引用)

4.3 USBビデオクラスドライバの導入のための諸準備

この項からは, 実際にUSBビデオクラスドライバの導入について述べていく. まず, USBビデオ
クラスを配布している”berliOS Developer”[4]からのドライバの取得には”svn”コマンドを使用す
るため, apt-get コマンドを用いて”subversion”を PCにインストールする

apt-get install subvesion

subversionのインストールが完了したら, 次のコマンドを用いてドライバをダウンロードする.

svn checkout svn://svn.berlios.de/linux-uvc/linux-uvc/trunk

するとホームディレクトリの下のユーザーディレクトリ直下に trunkというディレクトリが生成
される. trunkディレクトリ内に移動するとMakefileが存在するので，後は”make”コマンドより
ディレクトリ内のファイルをコンパイルするだけであるが，本稿ではこのコンパイル～ドライバの
インストールを自動および手動で行う二種類の方法について述べる．

4.4 自動インストールの場合

trunkディレクトリ内のファイルをコンパイルするには，現在使用しているカーネルのバージョ
ンのヘッダファイルが必要であるため”apt-get”コマンドを用いてヘッダファイルの取得を行うが，
ここでヘッダファイルの取得に用いる”apt-get”のサーバーの参照先を確認する．
”apt-get”の参照先を記述しているファイル”/etc/apt/sources.list”をエディタで開く．すると次の
ような画面が立ち上がるので，参照先にDebianの大元であるプライマリを参照するように次の一
行を加える．

deb ftp://ftp2.jp.debian.org/debian/ testing main contrib non-free

3



図 3: apt-getの設定ファイル sources.list

設定が完了したら一度，”apt-get”コマンドでアップデートしておく．

apt-get update

アップデート終了後，次のコマンドを入力し，カーネルのヘッダファイルをインストールする．

apt-get install linux-headers-2.6-686

ここで linux-headres-以降のバージョン数は使用しているカーネルにより異なるので，”uname -a”
で確認し環境に応じて変更すること．上記のコマンドにより，ヘッダファイルのインストールが完
了すると図のように”/usr/src/”に使用しているカーネルのバージョンのヘッダファイルが生成さ
れる．

図 4: 生成された linux-headers

ヘッダファイルがインストールされているのを確認したら，trunkディレクトリ内に移動し”make”
コマンドによりディレクトリ内のファイルのコンパイルを行う．コンパイルが終了すると，図のよ
うに trunkディレクトリ内に”uvcvideo.ko”というファイルが生成される．

図 5: コンパイル後の trunkディレクトリ

最後に”make install”と入力すると，自動で USBビデオクラスのドライバがインストールされ
る．以上の操作で PCに USBビデオクラスがインストールされ, 図 1に挙げられている USBビデ
オクラスに準拠する USBカメラを USB端子に接続するだけで使用可能となる.
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4.5 手動インストールの場合

大抵は場合は前項で述べた自動インストールで問題無いが，上手くいかない場合はこの項で述
べる手動によるインストールを行う．先ず, trunkディレクトリの中身をコンパイルするためには
カーネルのソースファイルが必要なので, ”synaptic”あるいは”aptitude”を用いてカーネルのソー
スファイルをダウンロードする. 今回用いた PC のカーネルのバージョンは”2.6.22-2-686”なの
で”linux-source2.6.22”をダウンロードする.

図 6: linux-source2.6.22のダウンロード

ダウンロードが完了すると”/usr/src/”に”linux-source-2.6.22.tar.bz2”が生成されているので, tar
コマンドを用いてファイルの解凍を行う.

tar xjf linux-source-2.6.22.tar.bz2

ファイルの解凍が終了したら, 解凍されて生成されたソースのディレクトリ”/usr/src/linux-soruce-
2.6.22/”に移動しドライバのコンパイルを行うための設定を行う.

make oldconfig
make prepare
make modules＿ prepare

上記のコマンドにより, ヘッダの更新やシンボリックリンクの解決, Makefileの生成などドライバ
のコンパイルに必要な設定や準備が行われる.
以上の準備が完了したら，trunkディレクトリに移動しディレクトリ内部のファイルのコンパイル
を行うが, コンパイル時のリンク先をダウンロードしたカーネルソースを参照するようにしなけれ
ばならいため，Makefileの 2行目を次のように書換えた.

KERNEL＿ DIR := /usr/src/linux-source-2.6.22
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図 7: trunk内のMakefileの書き換え

trunkディレクトリ内で”make”によりコンパイルを行うと, 図 4のように”uvcvideo.ko”という
カーネルオブジェクトが生成される. 次に手動でインストールを行うための準備をする．
先ず, ”/lib/modules/カーネルバージョン/kernel/drivers/USB/”に”media”というディレクトリが
存在しているか調べる. 存在していないようなら, ”mkdir”コマンドによりディレクトリを生成
する. 次に, コンパイルによって trunkディレクトリに生成された”uvcvideo.ko”を”cp”コマンド
により”/lib/modules/カーネルバージョン/kernel/drivers/USB/media/”にコピーする. その後,
”depmod”コマンドにより USBデバイスを自動で認識するモジュールの設定を行う.

depmod -ae /lib/modules/カーネルバージョン/kernel/drivers/USB/media/uvcvideo.ko

以上の操作で PCに USBビデオクラスがインストールされ, 図 1に挙げられているUSBビデオク
ラスに準拠する USBカメラを USB端子に接続するだけで使用可能となる.

5 OpenCVによる画像処理
USBビデオクラスを導入した PCにおいて, 実際に USBカメラが使用可能かどうか, またその

USBカメラを用いて intel社のオープンソース画像処理ライブラリである OpenCVによる画像処
理が可能かどうかを調べた. その結果, USBカメラを問題無く認識し, 私がOpenCVを利用して作
成したプログラムを走らせることができた.

図 8: Qcam Pro for Notebookを用いた OpenCVによる画像処理
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6 まとめ
今回は USBの標準規格である USBビデオクラスの概要および導入について述べた. USBの規
格の統一により煩わしい USBカメラ毎のドライバの設定が不要になるだけでなく, 本規格が導入
されていれば OSを選ばずに USBカメラが使用可能であるために画像処理の研究において非常に
有用であると言える.
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